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「家族って何だろう?」 と言及する専業主婦である母親との面接過程
大学院研究生 岩 元 正 知
要 約
本研究では,長女の習癖に対する苛立ちの背景に夫からの育児協力を得られず,不満を抱えて
いる専業主婦である中年期女性の事例を取り上げ,夫への感情が同世代の男性セラピス トに転移
したクライエン トとの関わり方を紹介し,介入によつて変化をもたらした夫から肯定感を得られ
たクライエントが,育児や家族を通じて再び個性や生き甲斐を見出すに至った要因について考察
することを目的とする。本事例のクライエント理解を通じて,夫から協力を得られない専業主婦
が抱える育児ス トレスの中に育児の不安だけでなく,家族との生活に生き甲斐や充足感を見出せ
ず,個性の埋没という様が浮き彫 りにされた。クライエントの思い描く食育を通じての健康的な
家族像を夫から肯定された時,食育実践者としての生き方に個性が見出された。 しかしながら,
食育の本質はそれを実践すること以上に,食卓の中にある家族とのコミュニケーションを形成し,
子どもの個性や社会性を育むことであり,そこにクライエント自身の生き方を模索するプロセス
となればというセラピス トなりの想いがある。
キーワード:家族・専業主婦・転移・食育
I。 はじめに
幼稚園主催の心理職による育児相談に来談する
クライエントは,プライマ リー ケアテイカーとな
る母親が主であり,問題となる子どものことや育
児不安 (ストレス)など,育児相談という名目を
意識した悩みを当初の主訴として掲げていること
が多々見られる。しかし,面接過程において,例
えばクライエント本人の子どもに対するしつけの
問題が,実際にはクライエントと夫との関係性と
密接に影響を受けている場合,クライエントが抱
いている子どもの育児相談という枠組みをセラピ
ス トが柔軟に対応することによつて,クライエン
トは当初の主訴となる子どもの問題からもう一つ
の主訴となる夫の問題へと焦点を移行していく。
セラピス トがクライエントとの面接過程の中で,
その主訴となるクライエントが抱えている問題像
に注目することは,クライエントの心の中の現実
を浮き彫 りにすることへとつながる。そして,ク
ライエント個人だけでなく,クライエントを含む
家族と密接に関わつていることが明らかにされた
時,クライエントは家族を通じて,自身のより良
い生き方を模索するプロセスを行っていく。
Ⅱ.事例の概要とその考察
本稿では,幼稚園の主催する心理職による育児
相談における親面接において,筆者がセラピス ト
(以下,Th)として担当した臨床事例の概要とそ
の考察を記述する。本事例は個人面接を治療構造
とする中で家族理解を深めながら自己理解を深め
るための短期的・統合的なアプローチがとられて
いる。なお,本事例の報告にあたつて,本稿では
クライエン ト (以下,Cl)のプライバシーに配
慮し,ケー ス理解に差し支えない範囲で,具体的
な背景や個別な事象については割愛・修正して報
告している。
〔事 例〕 : 30代の専業主婦である母親A
l.家族構成
30代の夫婦。幼稚園年長で6歳の長女と年中で4
歳の次女,2歳の三女の5人家族。
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2.クライエントの個人面接までのいきさつ
年長で6歳の長女による爪かみの習癖を主訴と
して来談した。長女の担任は,Clの子どもに対
する養育態度の厳しさや,本音の分かりにくさな
ど, 自身ではどう対応して良いか分からない状態
が続いていることも含めて,Thに対し「いろい
ろ抱えてらっしゃるかもしれないので,たくさん
話を聞いてあげて下さい。」と念を押した。前年
度担当の臨床心理士とも面接を行っているが,詳
細についての引継ぎはなされていない。現在,長
女の爪かみは解決しておらず,今回も担任からの
薦めもあり,Thとの個人面接に至ることになっ
た。
3.面接構造
初回面接は60分で2回日以降は30分。面接場所は
園の別館にある面接室で実施した。
4.面接経過
面接中のClの発言の直接引用は 「 」で,Th
の発言は 〈 〉で記 してある。Clの発言する
「先生」とはThを指している。
初回面接 (X年6月)
1)当初の主訴
Clは目鼻立ちがハッキリととしており,時に
眉間に寄せられる表情の険しさが印象的である。
「男性の先生は初めてなので・・あまりいらつしゃ
らないので・・・」と男性であるThに対する第
一声がなされ,三女も一緒だつたこともあり,娘
をあやしながら面接が開始された。
長女の爪かみ発生は,3年前の次女の誕生に遡
る。それまで長女は第一子として周囲から大切に
育てられた。「長女の爪かみの癖は,私が執拗に
叱る時,頻繁に見られます。」と語るClに対し,
Thが〈どのような時に執拗に叱るのですか ?〉
と質問すると,「毎晩20～30分,本の読み聞かせ
をしています。その時,爪噛みをすると,読んで
あげているのにというイライラが生じ,思わず手
を掃います。娘は"何で怒つてるの?"という感じ
で,言えば言うほど爪噛みをするので,時々 ハッ
とします。」と胸の内が語られる。次に (どのよ
うな時に爪かみを止めますか?)と例外の質問を
すると,「作業する時 (手を使う時)はしません。」
と回答がなされる。
Thは〈手を使 う時は爪を噛まないんですね !
)と驚嘆の表情で前置きし,ここから長女の爪か
みを見てイライラを感 じるClのス トレス軽減に
焦点を当て,(娘さんが生活を送る上で,Aさん
にとつて (爪かみは)何か支障がありますか?〉
と質問すると,「別に支障はありません。やっぱ
リス トレス解消なのかな?ちょつと諦めモー ドで
す。」とClは初めて笑みを浮かべ,「昨年も前任
の先生にこの件で相談していました。自分として
も (娘の)恥ずかしいという芽生えを待ちたいと
思っています。」と回答がなされ,ここで当初の
主訴に対する一時的な解決がなされる。
2)もう一つの主訴
三女の トイレに付き添い,面接室に戻つてきた
Clは,「先生にこんなことを話してもいいのか分
からないけれど・・・」と重い口調で言葉を濁し
たので,Thは〈どんなお話でも構いませんよ。
娘さんのことでも,Aさんご本人のことでも,今,
Aさんが困つてらっしゃることを教えてください。
)と,それとなくCl本人が抱えている問題像に
向けて投げかかる。
すると,「本当は・・,主人の子ども達への関
わりの少なさ・・ 。 (子ども達を)みてくれたり,
接してくれたりするといいのですが・・なんせ家
に居 りません。平日は子どもたちが就寝した深夜
に帰宅して,家族と食事するのは休日のお昼ご飯
だけです。それに主人は忙しくない時でも子ども
達に10分と関わりません。この弊害がどんな風
にでてくるのか心配です。」とCl自身の夫に対す
る不満が表れてくる。「今朝も長女が着替えない
で,散らしていると,それを見た主人が二言日に
はキレていました。長女は,"パが言 うからや
る気なくなつた"と言つていました。でも長女は
主人を好きなんです。頑張つてくれているのは分
かるけど・・ 。そこまで仕事に・ 。自分じやない
といけないという責任感が強く。・・妻を家にお
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いて,(子ども達を)任せつきりで・ 。こんなだ
から日本は少子化に歯止めがかからない 。・・。」
と夫の育児不参加に対する不満を表出したことに
よつてClは饒舌になり,いつしかそれがThの個
人的なことに向けられるようになる。
「家族つて何だろう?こんなんじゃ,主人がい
ない方が楽です。下手に (子ども達に)関わって
制圧するより。・・。私としては (家族で)楽し
く頑張つていきたい。でも話をする時間すらない。
先生は結婚 していますか ?」 とClからのThに関
する質問に,(いえ・・)と言葉少なめに返答
する。Thが独身であることを知ったClから「独
身の頃と違つて,結婚してから自分の個性が埋没
して・・・何なんだろう?」 と独身の頃の自身と,
結婚後の自身との不協和を言及される。
ここでThは,当初の主訴の当事者である長女
と,もう一つの主訴の当事者である夫との関係性
に注目し,〈お姉ちゃんはなぜお父さんを好きな
のですか?)と質問する。Clは「私が仕掛ける
ことがあるんですけど,わざと主人に (もたれか
かる様を演じながら)"大好き"つてすると,私と
主人の間に長女が割つて入つてきて"パパは私と
結婚するんだ"と言います。主人は優しいし,楽
しいし,子どもが楽しいという接し方が分かつて
いるんです。」と夫の本来持つている優しさと,
そのことを長女が知っていることを客観的に語つ
ている。
(ご主人はAさんに対して,何かリクエス トは
ありますか?)というThの質問に,「特にありま
せん。主人のいいところは,その辺のことをあま
り口に出さないことです。いつかは (私のことを)
誉めてくれました。子ども達が好き嫌いなく食ベ
ることや,おむつが早く取れたことに対して"成
果がでた"と言つてくれました。姪つ子達と比較
して早く感じたようです。私は食べることと健康
が一番だと考えています。食べること (食育)に
命を懸けています。」とClから力説される。
その後も,「朝,主人のお弁当を作つて,主人
はそれをお昼に食べて以来,帰宅する深夜まで何
も食べないんです。他の人は途中で,カップ麺を
食べたりしているようですが,それもしないんで
「家族つて何だろう?」 と言及する専業主婦である母親との面接過程 岩元正知
す。こんなことなら,職場の近くにアパー トでも
借りて,週末だけ帰ってくる方がいいですよ。・・
家族って何でしょうね。」とClから夫の食事への
取り組みに関する不満が表出される。
その他の情報として,今秋,新しい家屋に転居
することが挙げられる。 しかしClから, それが
楽しみばかりでなく予算オーバーであることや,
現在の狭い家屋では掃除がきちんと行き届くが,
広い新居で子ども達が片付けない場合,掃除がい
き届くのだろうか,など不安な思いが語られる。
同時に,「子ども達にも引っ越すという自覚を持つ
て欲しい」とも付け加えられる。
3)Clに対する介入
〈3日に1回ぐらいお姉ちゃん (長女)に関す
る良い点をご主人に報告してみて下さい。それは
園であつたことや,お家であったことなど,何で
も構いませんので。人は不思議なもので満腹にな
ると穏やかになりますから,食事が終わつた頃,
何気なく話してください。それから何かご主人に
変化が見られたら,次回,教えていただけないで
しょうか ?〉 と伝える。最後にClから「子ども
は嫌になりますよ。先生も将来,結婚して子ども
が生まれたら,私の言つていることが分かるかも・・
・。今日は取り留めのない話になってすみません
でした。」と話がなされ,面接を終了する。
2回日 (X年7月)
4)夫に対する介入
Clは夫が帰宅し,ちょっとした夫婦間の会話
があるときには「今日は (長女の)お友達を連れ
てきて遊んだよ !」 などと長女の報告を意識的に
始めるようになった。これまで夫は帰宅後,新聞
やテレビに目を向け,"関わつてくれるな"といつ
た拒絶したような雰囲気を醸し出していた。しか
し,Clからなされる子どもの報告は,楽しい話
だけでなく失敗談も含めて,笑顔になるような話
題であり,次第に夫も興味を示すようになった。
このようなClからなされる子どもの報告に夫が
耳を傾けるようになったことは,夫婦の喧嘩が由
来している。
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最近,夏祭 りの見物のために,夫妻は土曜日,
日曜日を利用して夫の実家に子どもたちを連れて
行くことになっていた。ところが当日,夫が夏風
邪を患ったことで,子どもたちをうるさく感じ,
Clに対し"うるさいから,出て行つてくれないか !
"と声を荒げた。その時,Clは夫に対し,「馬鹿な
んじゃない」という思いを感 じた。結局,Clと
子どもたちだけで実家に行くことになった。夫は
食欲がないまま月曜日を迎え,出社した。帰宅後,
Clが食事を出そ うとすると「いらないったら,
いらない !」 と切れた口調になり,今朝渡した昼
食用の弁当を食べ始めた。夫の行為に対し,Cl
は「悲しかつた 。・」と洩らしながらも,「きつ
かったんでしょうね。体調が・・」とも答えてい
る。
翌日からClの無視が始まった。「何か食べる?」
という夫とのコミュニケーションツールとしてい
る食に関する言葉がけも「あえて言わなかった」
という。それからお互い会話のない状態が三日間
続いた。Clは夫の体調を気にしながらも「病気
だつたけど (夫の態度が)悪かつた日」として捉
え,「(夫に)訪寸らせたい気持ち」を感じていた。
三日後,帰宅した夫に母親から「おかえり。・・
そうめん食べる?」 と話しかけた。ThがClの行
為に対し,(何かきつかけがあったのですか ?〉
と質問すると,「友達に今回の話を聞いてもらい,
熱が冷めた」と答えているc Clによれば,夫は
「謝らせようと追い込むと駄目なタイプ」である
から,逆にこちらから話しかけることで喧嘩の雪
解けになると考え, 自ら話しかけることにしたと
のこと。Clからのアプローチによつて,夫が笑
顔を見せたことをきつかけに,子どもの楽しい報
告を意識的に始めるようになった。
子どもの報告を始めるようになったある日,夫
から「来月には夏休みを取つて,みんなで遊園地
に行こう !」 という提案がなされる。Clは,「夫
からこのような提案がなされたのは初めてのこと
で,一生に一度のことかもしれない」とし,「考
えたんたんでしょう1とそのことを前向きに捉え
ている。それから数週間,「夫の悪い面が目立た
なくなつた」とClは感 じるようになった。今秋 ,
転居することから,週末になると夫は家族を家具
屋に連れて行き,子どもたちに対し,「どんなベッ
ドが欲しい?」 と「子どもの反応」を見ているよ
うで,子どもたちが「嬉しい反応」を示すと,夫
もまた「嬉しい」と感じている様を語るClであつ
た。
5)告白
ここで■■から 仏 さんは,ご主人の様をどのよ
うに感じられましたか?)という質問がなされる
と,Clは「夫婦は悲観的に見れば,(一方が)合
わせてあげないと上手くいかない。あきらめです
かね。」と回答する。そして一時の沈黙の後,「主
人にも誰にも話したことがないんですけど・・・
私は今の主人と何があっても離婚しない覚悟をし
ています。」と続け始める。「私は帝王切開で3人
とも出産しています。そして子宮波裂を防ぐため
(卵管)結繁手術を勧められました。そこで離婚
しない覚悟を決め,迷わず手術をしました。だか
ら再婚しても妊娠しないんです。原点に戻れば,
子どもが生まれたことは奇跡なんです。他に家族
を変えることはできません。」と何があつても離
婚しないという強い意志と,「だからこそ家族に
は,いつもユーモアが必要なんです。」とこれか
らもこの家族と共に生きていくという思いが語ら
れる。
Clによれば,結婚後,不妊に悩んでいた時期
を過ごし,不妊治療を始めたとのこと。治療によ
る「痛みがキツイ」と回想しながら,当時,読ん
でいた不妊の本に記してあつた1人の子どもが生
まれる確率からすれば, 自分には今,子どもが3
人もいることが「奇跡であり,神様が託してくれ
た。ありがたいな。」という感謝の気持ちがある。
そして自身の不妊の原因を幼少時代からの偏食に
あると位置づけ,「もつと食べていれば・・」と
いう後悔の念があり,であるからこそ子どもたち
には「食べる力をつけさせたい」と強く思いを抱
くようになつた。Clは「子どもを育てるために
は,食べること,寝ること,それが一番大変なん
です。そのリズムを作るには,努力がいるんです。」
と食育に対する強い思いを語つている。
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このようなClであるが,「子どもたちは上手く
(完璧には)育たない。でも回り道をしてでも・・・
無駄があっても,今日の自分があるから。だから
柔軟でありたい。」と話している。そして「これ
から家を作ることは,楽しみより大変さが大きい。
それに主人の転勤をあと数回は覚悟 しなければ
・・・。主人から私のことを (子供に対し)しつ
かりやつているという信頼を持ってもらいたい。」
と今後の家族を守っていく決意を語り,面接を終
了する。
3回目 (X年9月)
6)夫の変化
Thは〈前回,夏休みにご家族で遊園地に行く
かもしれないことをご主人から提案されたとお話
されていましたが,どうなりましたか?)と質問
する。Clはその問いに「遊園地には行きません
でした。その代わり,家族で遊園地の隣にある公
園に行きました。」と回答する。遊園地では子ど
もたちの年齢や身長の制限から乗れない乗り物が
多く,結局は隣接する公園で遊ぶことが中心となっ
たのであるが,生き生きとして楽しそうな子ども
たちを見て,「結果的に良かった」というClの前
向きな思いが語られる。
そして,Clから「最近,主人が変わつた」と
いう報告がなされる。夫は最近耳にする職場の複
雑な話や,同僚の父親の死など,身近な人たちが
その家族の中に大変なことを抱えていると思うよ
うになり,彼らと比較して我が家族が幸せである
ことを再認識する。 さらに, Clから夫が 「俺は
幸せだと思うと2回も伝えてきた」という話がな
される。これを機に,夫は帰宅時間が以前より早
くなり,長女が トイレを渋つていると一緒に連れ
て行くなど自発的な行動が増え,Clは「大変な
ことをしてくれる (手伝つてくれる)」 と語つて
いる。
最近の夫は連体を取り,起きている間は子ども
の世話をしてくれていた。例えば,長女が「出た
くない」と言えば,「外にでも出ようよ」と声を
かけ,外に連れ出してくれるなど,以前には見ら
れなかった様がそこにあり,Clは,「いてくれて
「家族って何だろう?」 と言及する専業主婦である母親との面接過程 岩元正知
助かつた。ありがとう。」という思いを感 じる機
会となつた。来月から再来月にかけて新居が完成
することもあり,「夫の意識が変わってきたので
はないでしょうか」とClは感じている。Clとし
ては大変なローンを抱えることから,家族同士が
自覚を持って,つながっていないといけないと改
めて家族のあり方を再認識している様子である。
4回目 (X年10月)
7)終結
Clから新居に転居した報告がなされる。「引つ
越してよかったです。新しい家に引つ越したこと
で,家族がまとまつています。本当に引つ越して
よかつた。」とClの穏やかな口調から満足感が伝
わつてくる。
Thが((長女の様が)気になりますか?)と
質問すると,Clは「娘はこのままだと赤毛のア
ンみたいに,おしゃべりで空想ばかりしているよ
うな感じになるのでは・ 。って心配です。でも赤
毛のアンみたいに優秀だといいんですけど・・」
と笑みを浮かべながら回答する。
最後にClから「この家族で良かった。私はこ
れからも家族の信頼をなくさないように生きてゆ
きたい。将来,娘に嫌われる関係になるかもしれ
ないけれど,娘が何か相談するときには私に伝え
て欲しい。」という長女への思いが語られる。こ
れに対し,ThはこれまでのClの娘たちに対する
食育や,家族を守ってきた懸命さを称え,ねぎら
い,面接を終了する。
〔考 察〕
1.当初の主訴である長女の爪かみについて
3歳以降の指しゃぶりの背景には,親の愛情不
足や養育上の問題,不安を紛らわす回避行為,退
行現象などが考えられ,また,爪かみは自虐的・
自傷行為的な意味があり,不安や緊張場面,恐怖
やス トレスを感じたときに発生しやすい。爪かみ
を習癖とする子どもの親は,一般的に子どもが反
抗できないほど過干渉であつたり,過保護であつ
たりする。子どもの習癖に対 し,親が一方的に
「やめなさい」と注意することは,子ども自身が
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自らの行為に罪悪感を抱き, 自尊心が低くなる可
能性が考えられ,むしろその背景にある寂しさや
孤立感,依存欲求, 自虐欲求などを理解してあげ
ることが大切である (星野,2006)。
本事例では,Clとの面接過程から長女の爪か
みに対し,①母親に叱られるような不安な場面と
②読み聞かせなど心地よい場面における無意識下
になされ,③手に集中している時,すなわち意識
下における例外が存在することが示唆されている。
すなわち,爪かみの開始時期が次女の誕生に起因
していることから,これまで独占してきた両親か
らの愛情に偏りを感じ,生じた長女の心の トラブ
ルを解消するためのス トレス発散に始まり,①現
在では不安な場面以外に,②心地よい場面でも見
られ,それをある主の避難場所と例えるならば,
強制的な改善を試みてしまえば爪かみは解消され
るかもしれないが,避難場所を失うことによつて
新たな心因性の問題が生じうると考えられるため,
③本人が意識下にある場面,例えば他者から見ら
れる自身の様に対し,心地悪さを感じられるよう
な発達段階まで,見守ってあげることが,例外の
ように効果を現す可能性があるだろうと考えられ
る。
2.ClのThに対する転移感情
初回面接において「男性の先生は初めてなので ,・
あまりいらつしゃらないので・・・」と言及して
いるClは,男性である筆者に対し,違和感を抱
いているようであるが,実際には,事前に園から
相談者に対し男性心理職が担当者である旨,説明
がなされ,それを理解した上で面接を希望されて
いる。育児相談におけるカウンセラー=女性とい
う枠組みにおいて,筆者の経験上,単独での面接
対象者は100%女性であり,女性Thと女性Clとい
う組み合わせが一般的ではないであろうか。私事
であるが,実際に本事例の育児相談を主催してい
る園長は,筆者の所属する女子大学大学院に心理
職を依頼し,筆者が担当者として事前連絡をさせ
て頂いた際に,「先生は男性ですか 。・てつきり
女性が担当されると思つていたので 。・お母様が
どのように思われるか 。・」と返答している。
Clのような子育て中心の専業主婦が面接対象
者の大半を占めている幼稚園主催の育児相談の場
合,同世代の有職者女性と比較して夫以外の異性
との接触が極めて少ないと考えることが一般的で
あろう。また日常的に接触している園での関わり
の中でも,年配の男性である園長を除いて,多く
の職員が女性であること,子どもの親も母親が大
半を占めることなど,自身を理解してくれる環境
において,夫以外は同性とのコミュニケーション
がなされていると考えられる。面接室というある
種,密室の治療構造となる空間の中で,夫と同世
代の男性Thと密接に関わるような場面は,極め
て稀なことかも知れず,前任の女性Thとの面接
とは異なつた感覚を抱いたのではないだろうか。
三女の トイレで面接室を退出するというタイム
アウト的な手続きの後,「本当は・・」と切 り出
してから夫に対する不満を表出している場面のC
lは饒舌で,且つ攻撃的であり,夫と同性 。同世
代のThに対し,ある種の怒 りや憎しみなどの陰
性感情が転移していると考えられる。「家族つて
何だろう?」 と問答しながらの「先生は結婚して
いますか ?」 というThに対する個人的な質問も
また広義な意味の転移として捉えるならば,Th
が独身であることを知つた直後に発せられた「独
身の頃と違って,結婚してから自分の個性が埋没
して 。・」というClの"今。ここで"の語 りから"
現在"そして"過去"の状況を解釈することができ
る。
現在のClは専業主婦であり,妻と三姉妹の子
育てという役割を担いながらも,生活の大部分が
母親の役割で占められている。そこでは次第に,
子育てを夫から認められることが少なくなってお
り,例えば家族の健康のために食育に力を注いで
いるにもかかわらず,それが家庭を守る者の当然
の役割として捉えられている。有職者である主婦
と違い,労働の報酬として給与のような対価を得
られない専業主婦であるClにとつて食育を実践
することが,有職者や他の専業主婦との差別化や ,
妻や母親以外の役割となり,そこに個性を見出そ
うと努めているのではないだろうか?しかしなが
ら現在のClは,家族の健康のために,そして自
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身のために,食育実践者としての役割を家族に注
ぎ込んでいるのにもかかわらず,個性が埋没して
いると感 じ,「家族つて何だろう?」 と捉えるよ
うになつている。
現在子育てをしている母親は70年代の効率的
で合理性を重視した教育ママに育てられてきた世
代であり,子どもが生まれるまでには24時間を
全て自分のために使つてきた世代と位置づけ,自
分一人の時間がないことに対する抵抗感や 「一人
への時間」への思いが切実である (大日向 ,
2007)。
過去すなわち独身時代のClもまた,現在とは
少なからず対極に位置し,「一人の時間」を持ち,
個人として社会との接点を見出し, 自分らしさ=
個性を育みながら,理想的な将来像を描いていた
とするならば,「子どもは嫌になりますよ。先生
も将来,結婚して子どもが生まれたら,私の言つ
ていることが分かるかも・・・」と"今。ここで"
のThへの転移,すなわち独身時代の夫の像に対
する将来の警鐘を鳴らしているのではないだろう
か?
一方, 2回目の面接では「主人にも誰にも話し
たことがない」と前置きしながら,Lに対し自
身の (卵管)結繁手術の結果,三度と妊娠しない
身体であることを打ち明けており,これを筆者は
陽性感情の転移として捉えている。育児に専念し
ながらも個性が埋没 したと捉えていたClである
が,"今。ここで"のThとの関わりの中にラポー
ルを形成し,そこに社会との接触を見出し,話を
する,或いは話を聴いてもらうということによっ
て癒され,これまで自分一人で抱えてきた決意を
語らえ,子どもが誕生したこと=奇跡として感謝
しているからこそ健康への思いが強く,"現在"の
新たな個性となりうる食育実践者としての役割を
主張できたのであろう。であるとするならば,現
在の食育実践者であるClに対し,"現在"の夫から
肯定されるという対価の提供が,この家族集団に
おける問題解決の可能性として考えられる。
3.Clから夫に対する介入
Clから提供された夫の像,長女と父親の関係
「家族って何だろう?」 と言及する専業主婦である母親との面接過程 岩元正知
性や,食に対するポジティブな思いなど,これま
でに上手くいつているいくつかのトピックをリソー
スとして活用し,焦点を当てることによつて,C
lに対し介入を図つている。それは 「私が仕掛け
ることがあるんですけど」というユニークな一面
を持ち,「家族にはユーモアが必要」と言及した
Clに対し,センスの良さを期待 してのものであ
る。ここでは,家族の歪みを是正するための変化
をもたらし,結果としてClの問題が解決できる
ことをねらいとしている。
Thからの介入課題の提示に対し,Clはプラス
アルファのエッセンスを加え,夫へそれを遂行し
ている。夫婦喧嘩をきつかけに,Clは3日間の無
視という非言語のコミュニケーションを図りなが
ら,パラドックス的な笑顔になるような子どもの
報告という介入をなし,夫に変化をもたらした。
夫は次第に子どもに興味を持ち始めるようになり,
休暇を取つて家族旅行を実施した。また,「主人
から私のことを (子供に対し)しつかりやってい
るという信頼を持つてもらいたい。」と願つてい
たClに対し,夫は「俺は幸せだと思 う」と感謝
の意を唱えた。介入によつてなされた夫の変化は,
当初,「家族つて何なんだろう?」 という家族を
まとめることのできない自身の苛立ちや,夫の育
児不参加に対する不信感など,ネガティブに抱い
ていたClの認識を,「(夫が)いてくれて助かつ
た。ありがとう。」とポジティブ感情へと変化さ
せ,家族間に良循環となる相互作用をもたらした。
結果としてClは,家族を通 じて自身のより良い
生き方や,長女の習癖を本人の気づきがあるまで
見守っていけるようなゆとりを抱き,「この家族
で良かつた」という思いがなされたのではないだ
ろうか。
4。 今後のClに対する想い
専業主婦にとつて,育児不安の本質は,育児や
子どもそのものへの不安や悩みではなく,子育て
(だけ)している自分や, 自分の将来についての
不安や焦りである。彼女らは,育児を大事と思え
ばこそ,子育てを機に例えば職を辞しているにも
拘らず,子どもとの生活や育児に生き甲斐や充足
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感を見出せないでおり,その葛藤する心理が育児
不安の内実である (柏木,2006)。
これまでClは自身の偏食体験から,家族の健
康のために食育を実践することで,そこには自分
がこれだけ頑張つているのだから,子どもにも理
想的に育つて欲しい,夫からも認められたいとい
う完璧な母親像を求めていたのかもしれない。食
育を実践することで,子ども達を好き嫌いなく成
長させることに成功しているが,長女の爪かみと
いう例外的な問題が生じ,いくら注意しても改善
されないその様に苛立ちを感じるようになったの
だろう。一人娘の頃は全ての愛情を注がれていた
長女であるが,次女の誕生により望むと望まざる
と姉という役割を担うようになり,愛情に偏りや
ス トレスを感じ始め,その訴えを爪かみというサ
インとして表現 している。 しかしClは長女の立
場に立って,その行為を心の トラブルから生じる
サインとして捉えることよりも,食育によって健
康を求める母親の立場から習癖を上めさせたいと
いう思いを募らせている。筆者は長女の爪かみと
いう問題以上に,それをサインとして捉えること
なく,苛立ちを感 じさせていたClの様に焦点を
当て,訴えの主要人物となる夫に対し,Clを通
じて間接的介入を図つた。介入を通じて変化した
夫からの育児協力やねぎらいがClの求めていた
家族像にとつて追い風となり,Cl自身,食育実
践者という役割に改めて個性や生き甲斐を見出し,
結果として長女の成長を見守っていく姿勢が見受
けられるようになっている。
但し,長女の爪かみという当初の主訴について
は,改善されたわけではなく,それはClの思い
描いている健康像ではないのかもしれない。しか
しながら,Clが夫に対 して抱いていた感情のよ
うに,長女もまたかつての自分一人だけに愛情を
注いでくれた母親像を求めているとするならば,
時にClが長女と二人だけの時間や空間の中で ,
長女の自己肯定感を育めるようなコミュニケーショ
ンを図ることによつて,心の トラブル解消の大き
な要素となりうるのではないだろうか。
今回,この家族にとつて再出発となる一つの儀
式=新居への転居と捉えるならば,家族は新チー
ムとして船出し始めたばかりである。Clには食
育を実践する母親像という個性の尊重だけでなく,
食育を通じて,食卓の中に家族とのコミュニケー
ションを形成し,子どもたちの個性や社会性を育
みながら,家族集団の中での自身のより良い生き
方を模索するプロセスになればと想いを馳せる次
第である。
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An inteⅡえew process wlth a stay‐at‐home mother who questions,
"What is a family?"
Abstract
ln this research, it introduces the case with the middle‐aged period woman who is a stay‐at‐
home mother who cannot receive the child care cooperation of the husband,and is h。lding dis‐
satisfaction in the background of irritation to eldest daughter's habit. It aillns to consider the
factor that comes to find individuality and alive the effect again through the child care and
the falnily in the client that can receive the afflrmative feeling froln the husband changed by
how for relations and intervention with the client that feelings to the husband metastasize to
this generation's man therapist.
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